て 来ました。 帽子 は、 かぶって 来ませんでした。 毛糸 

ぇリ まき 

の 襟 巻と、 厚い シャツ 一枚 は、 かばんに 容れて 持って 

来ました。 旅館へ 着いて、 私 は、 すぐに 寝て しまい ま 

した。 けれども、 少しも 眠れませんでした。 

ひる 少し 前に 起きて、 私 は、 ごはん を 食べました。 

なま ざけ 

生 鮭 を、 おいしい と 思いました。 信 濃 川から とれる よ 

うです。 味噌汁の 豆腐が、 ひどく 柔 かで 上等だった の 

で、 新 潟の 豆腐 は 有名な のです か、 と 女中さん に 尋ね 

たら、 さあ、 そんな 話 は 聞いて 居りません、 はい、 と 

答えました。 はい、 という 言い かたに 特徴が あります- 

片仮名の、 ハイと いう 感じであります。 一時ち かく、 



いて 実証し ようと 努め、 互いに 痛み、 ついに は 半狂乱 

の 純粋 ごつ こに 落ちい る 事 もあります。」 と 言いました- 

それから、 素朴の 信頼と いう 事に 就いて 言いました。 

シ ルレ ルの詩 を 一 つ 教えました。 理想 を 捨てるな、 と 

言いました。 精一 ぱいのと ころでした。 私の 講演 は、 

それで 終りました。 一時間 半 かかりました。 つづいて 

座談会の 害で ありまし たが、 委員 は、 お疲れの ようで 

すから、 少し 休憩なさい、 と 私に すすめて くれました 

が、 私 は、 

「いいえ、 私の ほう は 大丈夫です。 あなた 達の ほうが 

お疲れだった でしよう。」 と 言いましたら、 場内に 笑声 
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